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2050年までに80％の温室効果ガスの排出削減といったエネルギー・環境分野の中長期的な課題解決や、世界を先取る新産業の創出により、我が国の豊かさを実現していくためには、既存技術の延長だけではなく、従来の発想によらない、革新的かつ社会インパクトのある技術の原石を発掘することが必要不可欠であり、そのための土壌形成も重要です。
このため、2030年以降の実用化を見据えた新技術※に関する情報を、産業界や学界等から広く収集するため、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）において情報提供依頼（RFI:Request for Information）を行います。
なお、本RFIは、先導プログラムで複数の先導研究を実施する際の課題設定や技術戦略の検討等に活用させていただくものであり、直接的にプロジェクトの実施や資金提供の機会を呼びかけるものではありません。
また、本RFIが産業界と学界との協働や、各業界内での連携の機会になることを期待します。

※技術分野の例
　（必ずしも以下の技術分野に限るものではありません。）
・高度革新的な製造プロセス（CCU、鉄鋼、素形材等）
・高温環境用素材開発
・CO2フリー化成品・燃料製造技術
・熱制御による熱の有効利用
・低品位資源の有効活用技術
・エネルギープロセス計測センサー
・エネルギーの低コスト化に資する技術
・安価な水素製造方法
・ドローン等のロボット活用技術
・ナノテクノロジーや革新的材料開発技術
・IOTを活用した技術
・生物機能の高度活用技術
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